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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第119期

第１四半期
連結累計期間

第120期
第１四半期
連結累計期間

第119期

会計期間
自 2019年12月１日
至 2020年２月29日

自 2020年12月１日
至 2021年２月28日

自 2019年12月１日
至 2020年11月30日

売上高 (千円) 1,721,970 1,811,689 6,628,207

経常利益 (千円) 55,099 104,656 82,914

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益

(千円) 40,559 78,761 59,346

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 36,578 91,062 60,272

純資産額 (千円) 1,948,786 2,027,009 1,972,480

総資産額 (千円) 7,285,398 7,505,081 7,189,263

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 33.31 64.68 48.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 26.7 27.0 27.4
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 
１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1)業績の状況　

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、米中の貿易摩擦や新型コロナウイルス感

染症の影響により減速していた世界経済も各国経済対策の効果や中国の早期需要回復を受け、個人消費や輸出の持ち

直しの動きがみられました。

しかしながら、欧州、米国での新型コロナウイルス感染者数の高止まりもあり依然として厳しい経済状況にありま

す。

国内経済は、経済対策の効果や中国における需要回復を受け、個人消費を持ち直したものの2021年に入り新型コロ

ナウイルスが再拡大し緊急事態宣言の再発出による経済活動への影響により、厳しい市場状況となりました。

当社グループに関係の深い自動車産業においては、早期に新型コロナウイルス感染症の拡大を抑えた中国では、景

気刺激対策の効果により生産台数が前年同期を上回る状態が続いています。日本国内においても生産台数が回復傾向

にありましたが、2021年に入り世界的な半導体不足や部品供給工場の地震被災により、一部自動車生産工場の操業が

停止し生産台数への影響が発生いたしました。

このような環境の中、当社グループにおきましては、市場における需要変動への安定供給を積極的に進めるととも

に、受託合成品並びに品質・技術に優位性を持つ製品の製造販売に注力、成長分野での事業拡大に努めました。

一方、生産においては、国内外市場からの原料の安定調達に注力し、生産と在庫の最適化によるコストダウンと経

営資源の効率化を、販売・開発・製造のそれぞれの部門で進めました。

これらの結果、樹脂薬品並びにその他薬品は販売が前年同期を下回りましたが、ゴム薬品、中間体においてはこれ

を上回りまして、当第１四半期連結累計期間の売上高は１８億１１百万円（前年同期比５．２％増）、営業利益は１

億３百万円（同９６．５％増）、経常利益は１億４百万円（同８９．９％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は７８百万円（同９４．２％増）となりました。

セグメント業績の業況は次のとおりであります。

①化学工業薬品事業

売上高は１８億２百万円（同５．２％増）、セグメント利益（営業利益）は９６百万円（同１１２．４７％増）と

なりました。

②不動産賃貸事業

売上高は９百万円（同０．６％増）、セグメント利益（営業利益）は７百万円（同０．８％増）となりました。

 
(化学工業薬品事業の部門別の概況)

＜ゴム薬品＞

国内向けの工業用品向け薬品は、国内自動車生産及び販売、中国を中心とする海外市況の回復、更には顧客需要動

向への積極対応を行った結果、国内全体では前年同期を上回る売上となりました。タイヤ向け薬品は、輸出向けタイ

ヤ生産、国内自動車生産の回復により顧客の稼働が回復しましたが、海外品との競合が激しくなり前年同期の売上を

下回りました。合成ゴム向け薬品は、国内自動車生産の回復により全体では売上が前年同期を上回りました。

海外向けは、新型コロナウイルス感染症の影響から早期に経済回復した中国をはじめ、東南アジア諸国での自動車

生産の回復により売上が前年同期を上回りました。

この結果、国内・輸出合せてのゴム薬品部門合計の売上高は１１億３百万（前年同期比９．９％増）となりまし

た。
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＜樹脂薬品＞

国内向けは、主要顧客であるアクリル酸・アクリル酸エステルの生産が低調で推移しました。このような中、当社

主要製品において顧客要望への対応の結果、売上は前年同期を上回ったものの海外向けは、顧客の需要減により受注

が減少し、売上は前年同期を下回りました。

この結果、樹脂薬品部門合計の売上高は１億６８百万円（同１．２％減）となりました。

 

＜中間体＞

界面活性剤中間体は、主要品目の販売が回復したことにより売上は前年同期を上回りました。染顔料中間体は、主

要品目の販売が低調で、売上は前年同期を下回りました。農薬中間体は、主要品目の当期における顧客の需要が低迷

し、売上は前年同期を下回りました。医薬中間体は、国内、海外向け共に顧客要望への対応の結果、販売を増やし売

上は前年同期を上回りました。

この結果、中間体部門合計の売上高は２億８２百万円（同３２．６％増）となりました。

 
＜その他＞　

環境用薬剤は、需要が堅調に推移したことから、売上は前年同期を上回りました。潤滑油向けは、需要低迷により

顧客での生産が低調なことから売上が前年同期を下回りました。新規用途向けは、当第１四半期における各製品の顧

客での需要が低調に推移し売上が前年同期を下回りました。

この結果、この部門合計の売上高は２億４７百万円（同２３．８％減）となりました。

 

(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産につきましては７５億５百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億１

５百万円増加いたしました。これは主に、受取手形及び売掛金が２億８８百万円、たな卸資産が９５百万円増加した

ことに対し、現金及び預金が２１百万円、有形固定資産が５３百万円減少したことによります。

負債につきましては５４億７８百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億６１百万円増加いたしました。これは

主に、支払手形及び買掛金が３億１６百万円、短期借入金が１億円増加したことに対し、未払金が３３百万円、流動

負債その他の未払費用が１億１９百万円減少したことによります。

純資産につきましては２０億２７百万円となり、前連結会計年度末に比べ５４百万円増加いたしました。これは主

に、利益剰余金が４２百万円、その他有価証券評価差額金が８百万円増加したことによります。　

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　

(4)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は56,552千円（前年同四半期は54,199千円）であります。なお、当

第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

EDINET提出書類

川口化学工業株式会社(E01006)

四半期報告書

 4/18



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,000,000

計 4,000,000
 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年２月28日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年４月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,220,000 1,220,000
東京証券取引所　
(市場第二部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 1,220,000 1,220,000 ― ―
 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　2020年 12月１日～
2021年２月28日

－ 1,220,000 － 610,000 － 58,437
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため　、記載

することができないことから、直前の基準日(2020年11月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   2020年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,200
 

―
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,214,400
 

12,144 同上

単元未満株式 普通株式 3,400
 

― 同上

発行済株式総数 1,220,000 ― ―

総株主の議決権 ― 12,144 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式17株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2020年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
川口化学工業株式会社

東京都千代田区内神田２
丁目８番４号

2,200 ― 2,200 0.2

計 ― 2,200 ― 2,200 0.2
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2020年12月１日から2021年

２月28日まで)及び第１四半期連結累計期間(2020年12月１日から2021年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、海南監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年２月28日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 882,857 861,181

  受取手形及び売掛金 2,237,611 ※  2,526,101

  商品及び製品 797,063 846,474

  仕掛品 347,841 363,930

  原材料及び貯蔵品 264,985 294,760

  その他 40,973 38,259

  貸倒引当金 △3,803 △4,294

  流動資産合計 4,567,529 4,926,414

 固定資産   

  有形固定資産   

   機械装置及び運搬具（純額） 1,195,158 1,145,791

   その他（純額） 1,173,327 1,169,091

   有形固定資産合計 2,368,486 2,314,882

  無形固定資産   

   その他 16,130 14,731

   無形固定資産合計 16,130 14,731

  投資その他の資産   

   その他 239,441 250,202

   貸倒引当金 △2,324 △1,150

   投資その他の資産合計 237,117 249,052

  固定資産合計 2,621,734 2,578,667

 資産合計 7,189,263 7,505,081

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 883,844 ※  1,199,993

  短期借入金 1,960,000 2,060,000

  1年内返済予定の長期借入金 73,316 74,150

  未払金 261,409 227,430

  未払法人税等 9,473 35,476

  未払消費税等 97,695 38,439

  賞与引当金 － 41,598

  役員賞与引当金 7,500 3,000

  その他 185,339 57,710

  流動負債合計 3,478,578 3,737,799

 固定負債   

  長期借入金 1,153,335 1,135,006

  役員退職慰労引当金 108,467 114,306

  退職給付に係る負債 341,648 358,453

  その他 134,753 132,506

  固定負債合計 1,738,204 1,740,272

 負債合計 5,216,782 5,478,071
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年２月28日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 610,000 610,000

  資本剰余金 58,437 58,437

  利益剰余金 1,283,724 1,325,952

  自己株式 △7,749 △7,749

  株主資本合計 1,944,413 1,986,641

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 22,793 30,941

  為替換算調整勘定 5,273 9,427

  その他の包括利益累計額合計 28,067 40,368

 純資産合計 1,972,480 2,027,009

負債純資産合計 7,189,263 7,505,081
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

 【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年12月１日
　至 2020年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年12月１日
　至 2021年２月28日)

売上高 1,721,970 1,811,689

売上原価 1,393,491 1,427,168

売上総利益 328,478 384,521

販売費及び一般管理費 275,651 280,695

営業利益 52,827 103,825

営業外収益   

 受取利息 132 96

 受取配当金 1,126 734

 貸倒引当金戻入額 115 －

 受取保険金 3,559 648

 為替差益 － 2,073

 その他 2,176 1,626

 営業外収益合計 7,109 5,179

営業外費用   

 支払利息 4,132 4,327

 為替差損 559 －

 その他 144 21

 営業外費用合計 4,836 4,349

経常利益 55,099 104,656

税金等調整前四半期純利益 55,099 104,656

法人税、住民税及び事業税 16,667 31,645

法人税等調整額 △2,126 △5,749

法人税等合計 14,540 25,895

四半期純利益 40,559 78,761

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 40,559 78,761
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 【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年12月１日
　至 2020年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年12月１日
　至 2021年２月28日)

四半期純利益 40,559 78,761

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △4,209 8,147

 為替換算調整勘定 228 4,153

 その他の包括利益合計 △3,980 12,301

四半期包括利益 36,578 91,062

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 36,578 91,062

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 2020年12月１日 至 2021年２月28日)

　　該当事項はありません。

 
 

 

(会計方針の変更等)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 2020年12月１日 至 2021年２月28日)

該当事項はありません。

 
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 2020年12月１日 至 2021年２月28日)

該当事項はありません。

 
 

 

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年12月１日 至 2021年２月28日)

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した新型コロナウィルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積りの
仮定について重要な変更はありません。
 

 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2020年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年２月28日)

受取手形 －千円 46,310千円

支払手形 －千円 8,388千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　　　　　　　　
　前第１四半期連結累計期間　　　　　

（自　2019年12月１日
　　至　2020年２月29日）

当第１四半期連結累計期間　　　　　　　　
（自　2020年12月１日

　　至　2021年２月28日）

減価償却費 92,403千円 92,211千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2019年12月１日 至 2020年２月29日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2020年２月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 36,533 30.00 2019年11月30日 2020年２月28日
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2020年12月１日 至 2021年２月28日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2021年２月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 36,533 30.00 2020年11月30日 2021年２月26日
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

川口化学工業株式会社(E01006)

四半期報告書

13/18



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自 2019年12月１日 至 2020年２月29日)

 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注)

化学工業薬品
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,712,532 9,437 1,721,970 ― 1,721,970

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,712,532 9,437 1,721,970 ― 1,721,970

セグメント利益 45,291 7,535 52,827 ― 52,827
 

(注)　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自 2020年12月１日 至 2021年２月28日)

 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注)

化学工業薬品
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 1,802,191 9,497 1,811,689 ― 1,811,689

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,802,191 9,497 1,811,689 ― 1,811,689

セグメント利益 96,229 7,595 103,825 ― 103,825
 

(注)　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年12月１日
至 2020年２月29日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年12月１日
至 2021年２月28日)

１株当たり四半期純利益 33円31銭 64円68銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 40,559 78,761

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純
利益(千円)

40,559 78,761

普通株式の期中平均株式数(株) 1,217,783 1,217,783
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。
 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年４月12日

川口化学工業株式会社

取締役会  御中

 

海南監査法人

 東京都渋谷区
 

 
 

指定社員　　
業務執行社員

公認会計士 　　秋　　葉　　　陽 印
 

 

指定社員　　
業務執行社員

公認会計士 　　古　　川　　雅　　一 印
 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川口化学工業株

式会社の2020年12月１日から2021年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年12月１日から2021

年２月28日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年12月１日から2021年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川口化学工業株式会社及び連結子会社の2021年２月28日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

EDINET提出書類

川口化学工業株式会社(E01006)

四半期報告書

17/18



 

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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